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第 39 回原子力発電問題

全国シンポジウム 2024 敦賀

原発のない社会づくりのための検証と展望

ニューサンピア敦賀 ( 若狭の間）

YouTube ライブ配信します。
「第39回原子力発電問題全国シンポジウム2024」で検索して下さい。

日本の老朽原発で、最初に
再稼働した関電美浜 3号機

●参加費 1,000 円（資料他、予稿集を含む。中高生以下は無料。）　　福井県敦賀市呉羽町 2  　☎0770-24-2111　

廃炉が決まった、
関電美浜 1、2号機

95年ナトリウム漏洩事故以降停止し、
廃炉措置中の高速増殖原型炉「もんじゅ」

24 日（土）原発現地見学24 日（土）原発現地見学

　13:30 敦賀駅前を出発。マイクロバスで、
　　　   日本原電敦賀、高速増殖炉「もんじゅ」、
　　　   関電美浜 3 号機を見学する。
  18:00 ニューサンピア敦賀で交流会　　　

　13:30 敦賀駅前を出発。マイクロバスで、
　　　   日本原電敦賀、高速増殖炉「もんじゅ」、
　　　   関電美浜 3 号機を見学する。
  18:00 ニューサンピア敦賀で交流会　　　

25 日（日）午前　基調講演①〜③25 日（日）午前　基調講演①〜③

　09:30 開会あいさつ　山本富士夫（JSA 原問研副委員長）
　09:35 ①山田耕作（京都大学名誉教授）　
　　　　　演題：原発の危険性と放射線被ばく　
　10:25 ②河野　仁（兵庫県立大学名誉教授、JSA-ACT）
　　　　　演題：温室効果ガスによる気候変動と
　　　　　　　　自然エネルギー、省エネによる対策
　11:05 ③岡本良治（九州工業大学名誉教授）
　　　　　演題：新原子力規制基準で原発は安全になっ
　　　　　　　　たかー深層防護の形骸化・矮小化ー

 土  日

25 日（日）午後　一般報告①〜④25 日（日）午後　一般報告①〜④

　12:55 ①小林昭三（新潟大学名誉教授）
　　　　　演題：3･11 福島事故忘却と
　　　　　　　　原発回帰推進教育の実態
　13:25 ②岩井　孝（原子力問題研究委員会委員）
　　　　　演題：使用済燃料の乾式貯蔵
　14:05 ③新村昌治（元岐阜大学）
　　　　　演題：責任ある最終処分の条件は
　　　　　　　　原発停止と技術開発
　14:35 ④柴崎直明（福島大学共生システム理工学類 教授）
　　　　　演題：福島第一原発の汚染水問題と海洋放出の実態
　15:15 総括（まとめ） 岩井　孝（原問研委員）
　15:25 閉会あいさつ　山本雅彦（JSA 原問研委員長）

25 日（日）昼　ポスターセッション①〜⑨25 日（日）昼　ポスターセッション①〜⑨

　11:45 ①〜③小野一（工学院大学教授）　

　　〜　　演題：①もう一つの「脱原発」問題～～
　　　　　　　　　放射性廃棄物処理をめぐる各国事情
　　　　　　　  ②放射性廃棄物と「不利益の公正分配」

　　　　　　　　　～～私たちに何ができるか？
　　　　　　　  ③地球温暖化と脱原発～～「原発＝
　　　　　　　　　エコ」は正しいか？
　　　   ④大倉弘之（京都工芸繊維大学名誉教授）
　　　　　演題：異常多発が続く福島原発事故後の
　　　　　　　　  小児甲状腺がん
　　　　⑤山本富士夫（福井大学名誉教授）
　　　　　演題：「原発廃止 是か非か」高校生ディベート
　　　　　　　　全国大会出場 藤島高校での討論資料

　…ポスターセッションのつづき
　　　   ⑥姫宮利融（元稚内北星学園大学教員）
　　　　　演題：原子力発電は「類推による推理」
　　　　　　　　というトリックを使ったもの
　　　   ⑦舘野　淳（元日本原子力研究所、元中央大学教授）
　　　　　演題：元オークリッジ研究所長、A・ワイン
                        バーグが指摘する軽水炉の構造上欠陥
　　　　⑧由田昭治（日本科学者会議福井支部）
　　　　　演題：市民が作る再生可能エネルギー
　　　　　　　　発電所と節電所
　　　　⑨山本雅彦（JSA 原問研委員長）
　　　　　演題：「老朽原発美浜 3 号機運転禁止仮処分」
　　　　　　　　決定の不当性について

主催：日本科学者会議原子力問題研究委員会 https://jsa.gr.jp/commitee/genshi.html
主管：日本科学者会議福井支部   https://jsafukui.net
連絡先：山本雅彦 ﾒｰﾙ: masahiko@mbp.nifty.com ☎ 090-4323-4199写真：photolibrary より
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下記のURL から、Zoom参加の登録をお願いします。
https://us06web.zoom.us/meeting/register/tZUkc-2spjIo
GdJFFRJL2JU45h5FR21ETCIO
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第 39回原子力発電問題全国シンポジウム 2024 敦賀
 原発のない社会づくりのための検証と展望‥ご参加と、ご賛同をお願いいたします。
　日本科学者会議（以下、JSA）は、東京電力福島第一発電所の事故を踏まえて、第 42 回定
期大会決議（2011 年５月 29 日）で「東電福島第一原発事故を教訓に原発に依存しない社会
をめざそう」、また、第 43 回定期大会（2012 年 5 月 27 日）で「原発のない社会を実現する
ために国民的共同を進めよう」などの声明を発出しており、この言葉をキーワードとして、
今回のシンポジウムのテーマを作成しました。
　その後、全国的に原発のない社会づくりを目指して、JSA 会員が①原発再稼働を阻止する運
動と裁判、知見②核のゴミ（汚染処理水を含む）の処理処分や廃炉、③原発事故時の避難防災、
④気候危機と原発再稼働の問題、⑤放射線被ばく（がんの発症など）、⑥教科書副読本の問題、
⑦核燃料サイクルなどに取り組み、科学的検証に基づいて未来への展望を発表してきました。
　今年（2024 年）元日に能登半島で地震・津波が起こった後、電力移出地元（福井県）や電
力受益圏（関西・東海圏）の住民はこれらの問題にさらに深い関心を持つようになりました。
今回のシンポジウムでは、専門家が論拠を明らかにし、規範意識を持って、多角的に各論を
述べるとともに学際的総合的な展望を発表します。特に、市民・住民や未来を担う子どもた
ちとの対話と討論を行います。ついては、シンポジウムへのご参加と、ご賛同をお願いいた
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024 年 7 月 4 日

JSA 原子力問題研究委員会
JSA 福井支部

第 39回原子力発電問題全国シンポジウム 2024 敦賀　参加申込書　　　  2024 年　  月　  日
　お名前　　　　　　　　　　　　ご住所　
　電話番号　　　　　　　　　　　メールアドレス
　所属または肩書き（よろしければ）
※ご希望になる項目の□に✓を入れてください。　　　　　　　　　　　　　
    □8 月 24 日（土）13:30～現地見学会（JR 敦賀駅前に集合）　　　　　
　□8月 24 日（土）18:00～交流会（ニューサンピア敦賀・敦賀市呉羽町 2・℡0770-24-2111）
    □8 月 24 日（土）宿泊：申込みは、( 株 ) エイビーシーツーリスト（担当：白川博志氏）
　　　　　　　　　　　　  ℡ 0778-54-4511　FAX 0778-54-4522    ﾒｰﾙ  h_shirakawa@absea.co.jp 
　□8月 25 日（日）9：30～原発シンポジウム　　
　□8月 25 日（日）お昼のお弁当
　シンポジウムへのご賛同をお願いいたします。
　　賛同金　１口 1,000 円（予稿集を 1冊を進呈します）　（　　　口　　　　　　円）
　　　　　　お振込は、ゆうちょ口座番号  00710-9-17967　日本科学者会議福井支部
　　　　　　　（通信欄に、「シンポ賛同金」と明記してください。）
賛同メッセージ
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